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○
各
論
概
要 

序
章 
『
古
事
記
』
の
構
成
と
表
現 

 

『
古
事
記
』
は
大
和
王
権
の
由
来
を
説
く
こ
と
を
目
的
に
編
纂
さ
れ
た
史
書
で
あ
り
、
天
地
開
闢
か
ら
カ
ム
ヤ
マ
ト

イ
ハ
レ
ビ
コ
（
の
ち
初
代
神
武
天
皇
）
の
誕
生
ま
で
を
記
す
上
巻
、
神
武
天
皇
の
即
位
か
ら
欠
史
八
代
系
譜
を
挟
み
崇

神
天
皇
か
ら
応
神
天
皇
ま
で
の
事
績
を
記
す
中
巻
、
そ
し
て
仁
徳
天
皇
か
ら
顕
宗
天
皇
ま
で
の
事
績
と
以
降
推
古
天
皇

ま
で
の
系
譜
を
記
す
下
巻
の
三
巻
か
ら
成
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
う
ち
神
々
の
活
動
を
中
心
に
話
が
展
開
す
る
上
巻

の
時
代
を
「
神
代
」
と
呼
び
、
天
皇
を
中
心
と
し
て
系
譜
や
事
績
が
語
ら
れ
る
中
、
下
巻
の
時
代
を
「
皇
代
」
と
称
す

る
こ
と
と
す
る
。 

 

な
お
、『
古
事
記
』
と
類
似
し
た
記
事
を
有
す
る
同
時
代
の
史
書
に
『
日
本
書
紀
』
が
あ
る
が
、
両
書
を
比
較
す
る
と
、

記
事
の
有
無
や
順
序
、
神
名
や
人
名
、
文
字
遣
い
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
『
日

本
書
紀
』
神
代
巻
で
は
、
各
章
段
に
複
数
の
異
伝
が
存
在
し
、
章
段
間
の
接
続
が
あ
い
ま
い
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て

『
古
事
記
』
は
一
つ
の
作
品
と
し
て
成
立
す
る
以
上
、
表
現
も
全
巻
を
通
し
て
一
貫
し
た
方
針
の
も
と
に
用
い
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
に
見
ら
れ
な
い
『
古
事
記
』
独
自
の
文
字
表
現
や
記
載
形
式
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
古
事
記
』
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
全
体
の
構
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

 

第
一
部 

神
話
の
諸
相
と
神
代
の
構
想 

第
一
章 

降
臨
神
の
交
替―

記
紀
天
孫
降
臨
神
話
の
諸
相―

 

 

『
古
事
記
』
天
孫
降
臨
条
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
タ
カ
ギ
）、
ア
マ
テ
ラ
ス
二
神
の
司
令
の
も
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

子
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
降
臨
に
失
敗
し
、葦
原
中
国
平
定
後
に
改
め
て
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
子
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
降
臨
を
達
成
す
る
。

一
方
、
天
孫
降
臨
神
話
を
載
せ
る
『
日
本
書
紀
』
第
九
段
の
正
文
及
び
一
書
群
諸
伝
に
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
司
令
神

と
し
て
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
の
み
を
語
る
系
統
の
所
伝
（
正
文
、
一
書
四
、
一
書
六
）
と
ア
マ
テ
ラ
ス
を
司
令
神
と
し

オ
シ
ホ
ミ
ミ
か
ら
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
へ
の
降
臨
神
の
交
替
が
行
わ
れ
る
系
統
の
所
伝
（
一
書
一
、
一
書
二
）
が
存
在
し
て
お

り
、
『
古
事
記
』
の
天
孫
降
臨
条
は
そ
れ
ら
の
二
系
統
を
複
合
し
た
よ
う
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ

る
。 

 

記
紀
で
降
臨
神
の
交
替
を
語
る
所
伝
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
、
あ
る
い
は
相
対
的
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
よ
り

ア
マ
テ
ラ
ス
の
地
位
が
高
い
所
伝
だ
と
い
え
る
。『
古
事
記
』
天
孫
降
臨
段
は
ア
マ
テ
ラ
ス
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
タ
カ
ギ
）

が
司
令
神
と
し
て
並
立
す
る
形
態
を
採
っ
て
い
る
が
、
別
天
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
「
タ
カ
ギ
」
と
呼
び
変
え
、
記
載
順

を
ア
マ
テ
ラ
ス
先
行
に
変
化
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
優
位
に
立
た
せ
よ
う
と
す
る
表
現
上
の
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
記
紀
で
ど
ち
ら
の
系
統
の
所
伝
に
お
い
て
も
地
上
へ
の
降
臨
を
果
た
す
「
皇
孫
」（『
古
事
記
』

で
は
「
天
神
御
子
」「
天
津
日
高
日
子
」
が
相
当
す
る
か
）
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
『
古

事
記
』
に
お
い
て
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
皇
祖
神
「
天
神
の
御
子
」
の
中
で
始
め
て
、
婚
姻
に
よ
っ
て
「
生
」
ま
れ
た
存
在
で

あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
血
縁
関
係
を
も
た
な
い
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
「
太
子
」
と
呼
称
す
る
こ
と
で
、『
古
事
記
』
は
ア

マ
テ
ラ
ス―

オ
シ
ホ
ミ
ミ―

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
系
統
こ
そ
が
皇
統
の
主
軸
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
以
後
、
ニ
ニ
ギ
が

山
神
の
女
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
を
娶
る
こ
と
に
よ
っ
て
ホ
ホ
デ
ミ
が
生
ま
れ
、
ホ
ホ
デ
ミ
が
海
神
の
女
ト
ヨ
タ
マ

ビ
メ
を
娶
る
こ
と
に
よ
っ
て
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
に
「
天
神
の
御
子
」

と
呼
ば
れ
る
神
々
が
山
の
呪
力
、
海
の
呪
力
を
そ
の
血
に
取
り
込
ん
で
い
く
過
程
を
み
る
な
ら
ば
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
と
ヨ

ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ア
キ
ヅ
シ
ヒ
メ
と
の
婚
姻
も
、
後
の
天
皇
の
系
譜
に
つ
な
が
る
ア
マ
テ
ラ
ス
由
来
の
系
譜
に「
別
天
神
」

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
血
が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

葦
原
中
国
の
統
治
権
が
「
天
神
の
御
子
」
に
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、
皇
祖
神
が
初
め
て
地
上
に
降
臨
す
る
『
古

事
記
』
の
天
孫
降
臨
段
が
、
上
巻
神
話
の
展
開
の
う
え
で
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
オ

シ
ホ
ミ
ミ
と
ア
キ
ヅ
シ
ヒ
メ
と
の
婚
姻
を
契
機
に
「
血
」
を
媒
介
と
し
た
資
質
の
継
承
が
は
じ
ま
る
こ
と
は
、
同
時
に

中
下
巻
を
貫
く
皇
統
譜
が
こ
こ
に
始
発
す
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。 
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第
二
章 

ウ
ケ
ヒ
・
天
石
屋
戸
段
と
天
孫
降
臨
段 

 

 
単
一
の
時
間
軸
を
有
す
る
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
誕
生
す
る
の
は
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
お
い
て
で
あ
り
、

神
器
の
製
作
、
ま
た
ア
マ
テ
ラ
ス
の
復
活
に
関
わ
る
神
々
に
つ
い
て
の
記
述
が
イ
ハ
ヤ
ト
神
話
に
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え

れ
ば
、
ウ
ケ
ヒ
・
天
石
屋
戸
段
と
天
孫
降
臨
段
が
上
巻
神
話
の
中
で
も
特
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。 

 

記
紀
の
天
孫
降
臨
諸
伝
を
見
る
限
り
、
天
孫
降
臨
神
話
の
本
来
の
主
宰
神
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非

常
に
高
い
。
し
か
し
『
古
事
記
』
は
最
初
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
ほ
ぼ
同
等
か
、
別
天
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の

方
を
格
上
と
し
て
扱
っ
て
お
き
、
数
度
の
使
者
派
遣
を
語
る
中
で
ア
マ
テ
ラ
ス
を
先
に
表
記
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
呼

称
を
タ
カ
ギ
に
変
え
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
「
太
子
」
と
し
て
の
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
強
調
す
る
こ
と
で
ア
マ
テ
ラ
ス
を
皇
祖
神

と
す
る
天
孫
降
臨
を
語
ろ
う
と
し
た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
イ
ザ
ナ
キ
の
分
治
令
に
よ
っ
て
高
天
原
を
治
め
る
よ
う
指
示
さ

れ
た
神
で
あ
る
が
、
天
石
屋
戸
段
で
の
事
件
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
力
は
「
高
天
原
及
葦
原
中
国
」
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、

ア
マ
テ
ラ
ス
な
し
に
高
天
原
も
地
上
世
界
も
正
常
に
機
能
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
マ
テ
ラ

ス
が
皇
祖
神
た
る
存
在
と
さ
れ
て
も
、
違
和
感
は
な
い
。『
古
事
記
』
の
ウ
ケ
ヒ
・
天
石
屋
戸
段
は
、
ウ
ケ
ヒ
の
結
果
と

し
て
子
の
帰
属
に
言
及
す
る
こ
と
で
ア
マ
テ
ラ
ス
と
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
親
子
関
係
を
明
示
し
、
高
天
原
秩
序
の
中
心
た
る

ア
マ
テ
ラ
ス
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
「
皇
祖
」
に
据
え
る
天
孫
降
臨
段
の
構
想
を
支
え
て
い
る
。 

 

第
三
章 

高
天
原
に
お
け
る
意
思
決
定
と
「
八
百
万
神
」
「
諸
神
」 

 

『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
条
で
は
、
天
石
屋
戸
に
籠
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
を
導
き
出
す
た
め
、
高
天
原
の
「
八
百
万
神
」

が
天
の
安
の
河
原
に
集
会
し
、
思
金
神
に
作
戦
を
考
え
さ
せ
、
占
い
の
結
果
を
も
と
に
神
々
を
使
役
し
て
作
戦
を
進
め

て
い
く
。「
八
百
万
神
」
が
自
主
的
に
集
会
し
、
作
戦
を
主
導
す
る
形
態
の
石
屋
戸
神
話
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
ら
れ

ず
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
八
百
万
神
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。「
八
百
万
神
」
は
の
ち
の
天

孫
降
臨
条
で
も
登
場
し
、「
諸
神
」
と
名
を
変
え
て
、
司
令
神
の
諮
問
機
関
の
よ
う
な
働
き
を
み
せ
て
い
る
。
天
孫
降
臨

段
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
が
八
百
万
神
と
思
金
神
の
答
申
に
従
っ
て
使
者
派
遣
を
行
い
、
二
度
に
わ
た

っ
て
失
敗
し
て
い
る
が
、
三
度
目
ま
で
意
見
を
求
め
ら
れ
る
の
は
変
わ
ら
ず
諸
神
と
思
金
神
で
あ
り
、
他
に
意
見
を
求

め
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
し
て
「
八
百
万
神
」
「
諸
神
」
と
「
思
金
神
」
は
司
令
神
の
諮
問
に
対
し
、「
尒
、
思
金
神
及

八
百
万
神
、
議
白
之
」
と
、
議
論
に
よ
っ
て
答
え
を
導
き
出
し
、
答
申
す
る
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
ア
マ
テ
ラ

ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
司
令
神
と
し
て
並
び
称
さ
れ
、
話
題
の
中
心
が
高
天
原
か
ら
地
上
世
界
に
移
る
に
至
っ
て
、
既

に
天
神
は
占
い
に
よ
っ
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
意
思
決
定
の
際
の
助
言
者
と
し
て
「
八
百

万
神
」「
諸
神
」
と
「
思
金
神
」
と
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

第
四
章 

「
令
占
合
麻
迦
那
波
而
」
に
み
る
『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
段
の
構
想 

『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
段
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
不
在
の
高
天
原
に
お
い
て
特
定
の
神
が
主
導
し
て
問
題
を
解
決
す
る
の

で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
神
々
が
「
ウ
ラ
ナ
ヒ
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
神
意
」
を
方
針
と
し
て
共
有
し
事
態
を
収
束
さ

せ
る
と
い
う
方
式
を
採
っ
て
い
る
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
フ
ト
マ
ニ
」
に
よ
る
卜
占
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
る
の
は

高
天
原
・
国
家
の
重
要
な
局
面
に
限
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
神
意
」
は
『
古
事
記
』
全
体
を
貫
く
絶
対
的

な
指
標
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
段
で
は
思
金
神
や
伊
斯
許
理
度
賣
等
の
神
々
に

指
令
を
下
す
存
在
と
し
て
「
八
百
万
神
」
の
地
位
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
八
百
万
神
」
が
「
ウ
ラ
ナ
ヒ
」

と
い
う
手
段
を
用
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
を
招
き
だ
す
祭
式
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に

子
生
み
の
失
敗
を
報
告
さ
れ
た
「
天
神
」
が
「
ウ
ラ
ナ
ヒ
」
に
よ
っ
て
得
た
「
神
意
」
を
も
と
に
二
神
に
回
答
し
た
状

況
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
神
」
も
「
八
百
万
神
」
も
高
天
原
に
お
い
て
あ
る
程
度

上
位
の
神
々
で
あ
る
が
、
絶
対
的
な
判
断
能
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
「
ウ
ラ
ナ
ヒ
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
神
意
」

に
頼
る
こ
と
で
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
不
在
の
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
、
高
天
原
が
自

身
の
内
部
で
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
も
た
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
イ
ザ
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ナ
キ
か
ら
高
天
原
の
統
治
を
任
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
の
ち
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
タ
カ
ギ
）
の
主
導

の
も
と
、
高
天
原
は
試
行
錯
誤
の
末
に
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
地
上
に
降
臨
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。『
古
事
記
』
天
石
屋
戸

段
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
欠
い
た
高
天
原
に
お
い
て
全
体
を
主
導
す
る
「
個
」
が
存
在
せ
ず
、
自
力
で
困
難
を
克
服
で
き

な
い
様
子
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
天
原
の
自
立
し
た
意
思
決
定
に
統
治
者
ア
マ
テ
ラ
ス
の
存
在
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
部 

天
皇
の
系
譜
と
皇
代
の
構
想 

第
一
章 

「
天
津
日
高
日
子
穂
穂
手
見
命
」
に
み
る
「
天
神
の
御
子
」
の
変
容 

 

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
い
て
、
ホ
ヲ
リ
（
火
遠
理
命
）
は
皇
祖
神
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
と
山
神
の
娘
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ

メ
の
第
三
子
と
し
て
誕
生
す
る
。
ホ
ヲ
リ
は
「
天
津
日
高
日
子
穂
穂
手
見
命
」
の
ほ
か
に
、「
虚
空
津
日
高
」
と
い
う
別

称
も
併
せ
持
つ
神
と
し
て
『
古
事
記
』
で
は
描
か
れ
て
い
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
に
至
る
全
五
代

の
皇
祖
神
の
う
ち
、
複
数
の
別
称
を
有
す
る
の
は
ホ
ヲ
リ
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
初
め
て
宮
の

所
在
、
御
陵
の
所
在
が
記
さ
れ
る
の
も
ホ
ヲ
リ
で
あ
る
。 

 

宝
算
・
御
陵
記
事
は
、
中
巻
以
降
の
各
天
皇
段
に
共
通
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
上
巻
末
に
ホ
ホ
デ
ミ
の
宝
算
・
御
陵

記
事
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
地
上
に
降
っ
た
「
天
神
の
御
子
」
が
「
天
皇
」
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
。
続
く

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
と
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
と
の
婚
姻
、
生
ま
れ
た
御
子
た
ち
に
つ
い
て
の
記
事
が
中
巻
以
降
の
天
皇
段
の

い
わ
ゆ
る
「
后
妃
皇
子
女
記
事
」
の
記
載
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
上
巻
神
話
の
世
界
に
起
源
し
、
上

巻
神
話
に
保
証
さ
れ
る
「
皇
統
譜
」
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
『
古
事
記
』
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。 

 

第
二
章 

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
綏
靖
・
安
寧
・
懿
徳
天
皇
后
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て 

 

 

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
神
武
天
皇
か
ら
懿
徳
天
皇
ま
で
の
后
が
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
由
来
で
あ
る
こ
と
は
、『
日
本
書

紀
』
と
い
う
作
品
内
で
「
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
」
と
い
う
神
が
国
家
を
守
護
す
る
神
と
し
て
高
い
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
を
ふ
ま
え
、
王
権
と
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
と
の
結
び
つ
き
が
強
固
で
あ
る
こ
と
を
、
天
皇
の
系
譜
に
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
組

み
込
む
こ
と
で
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
『
古
事
記
』
で
は
、
中
巻
以
降
、
王
権
に
ほ
と
ん
ど
干
渉
す
る
こ
と
が
な
い
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
皇
統
に
取
り
入

れ
る
意
味
は
な
い
。
ま
た
『
古
事
記
』
の
構
想
の
う
え
で
は
神
武
天
皇
の
時
代
が
「
天
神
の
御
子
」
が
「
天
皇
」
と
な

る
大
き
な
転
換
点
で
あ
り
、
綏
靖
天
皇
以
後
「
神
の
女
」
を
后
と
し
て
迎
え
る
天
皇
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
神
武
天

皇
の
時
代
に
は
ま
だ
身
近
で
あ
っ
た
「
神
」
と
「
天
皇
」
の
距
離
が
し
だ
い
に
開
い
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。 

 

神
武
天
皇
が
「
神
の
女
」
を
娶
る
最
初
で
最
後
の
天
皇
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ビ
コ
が
上
巻
神
話
に

生
ま
れ
た
最
後
の
「
天
神
の
御
子
」
で
あ
り
、
同
時
に
最
初
の
「
天
皇
」
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
か

つ
て
「
天
神
の
御
子
」
と
呼
ば
れ
た
神
武
天
皇
が
、「
神
御
子
」
で
あ
る
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
を
后
と
し
て
誕
生
し
た
の
が

綏
靖
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
瞬
間
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
発
祥
す
る
「
天
神
の
御
子
」
の
系
譜
は
「
天
皇
」
の
系
譜
に
更
新

さ
れ
る
。 

 

第
三
章 

開
化
記
日
子
坐
王
系
譜
の
構
造
と
性
格 

 

『
古
事
記
』
開
化
天
皇
条
中
の
王
子
日
子
坐
王
の
後
続
系
譜
は
、
皇
子
の
子
女
総
数
が
明
示
さ
れ
、
数
代
に
わ
た
る

長
大
な
系
譜
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
日
子
坐
王
系
譜
は
、
四
人
の
后
と
の
後
続
系
譜
で
構
成

さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
末
代
に
垂
仁
記
、
仲
哀
記
な
ど
に
登
場
す
る
人
物
名
が
み
え
、
そ
れ
ら
の
人
物
の
出
自

を
示
す
系
譜
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

山
代
之
荏
名
津
比
賣
と
の
孫
で
あ
る
曙
立
王
・
菟
上
王
、
ま
た
沙
本
之
大
闇
見
戸
賣
と
の
子
沙
本
毗
古
王
・
沙
本
毗

賣
命
は
垂
仁
記
の
沙
本
毗
古
の
反
逆
か
ら
そ
の
子
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
言
語
不
通
を
め
ぐ
る
記
事
に
お
い
て
登
場
す
る
人
物

で
あ
る
が
、
曙
立
王
・
菟
上
王
の
出
自
が
皇
統
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
上
巻
で
大
国
主
神
が
国
譲
り
に
際
し
て
宮
の
造
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営
の
要
求
を
天
神
御
子
に
対
し
て
し
た
こ
と
か
ら
、
天
皇
家
に
応
じ
る
義
務
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

沙
本
毗
古
・
沙
本
毗
賣
に
つ
い
て
は
、
皇
位
の
簒
奪
を
狙
い
得
る
た
め
に
、
天
皇
家
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

息
長
水
依
比
賣
、
袁
祁
都
比
賣
と
の
子
孫
で
あ
る
比
婆
湏
比
賣
、
息
長
帯
比
賣
は
そ
れ
ぞ
れ
垂
仁
天
皇
、
仲
哀
天
皇

の
后
と
な
る
が
、
次
代
以
降
の
天
皇
の
母
と
な
る
后
の
出
自
を
皇
統
に
求
め
る
の
は
記
紀
に
共
通
す
る
性
質
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。 

 

『
古
事
記
』
の
日
子
坐
王
系
譜
は
、
中
巻
の
様
々
な
記
事
と
の
関
わ
り
か
ら
、
複
数
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
統

合
さ
れ
、
肥
大
化
し
た
系
譜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
系
譜
の
あ
り
方
に
、
皇
位
継
承
の
正
統
性
を
明
示

す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
事
績
記
事
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
主
張
を
支
え
る
た
め
に
積
極
的
に
系
譜
と
い
う
道
具
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
『
古
事
記
』
の
表
現
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

系
譜
と
事
績
と
が
互
い
を
前
提
と
し
、
ま
た
補
い
あ
う
こ
と
で
、『
古
事
記
』
中
巻
の
「
歴
史
」
が
紡
が
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
日
子
坐
王
系
譜
は
、
こ
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
の
「
系
譜
」
に
対
す
る
姿
勢
が
顕
著
に
表
れ
た
系
譜
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
四
章 

応
神
記
ヒ
ボ
コ
系
譜
と
『
古
事
記
』
の
時
間 

 

 

『
古
事
記
』
応
神
天
皇
段
に
は
、
新
羅
王
子
ヒ
ボ
コ
の
渡
来
、
ヒ
ボ
コ
の
系
譜
、
ヒ
ボ
コ
が
将
来
し
た
神
宝
、
神
宝

由
来
の
女
神
イ
ズ
シ
ヲ
ト
メ
を
め
ぐ
る
兄
弟
争
い
の
記
事
が
存
在
す
る
。
一
連
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ボ
コ
が
オ
キ

ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
と
系
譜
上
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
将
来
し
た
神
宝
の
中
に
航
海
に
関
わ
る
呪
具
が
含
ま
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
、
仲
哀―

応
神
天
皇
段
に
か
け
て
の
「
征
韓
」
志
向
を
保
証
す
る
性
格
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。 

 

ま
た
、『
古
事
記
』
の
ヒ
ボ
コ
関
連
記
事
の
特
徴
と
し
て
、
先
の
二
つ
に
加
え
て
、
応
神
天
皇
段
に
収
め
ら
れ
な
が
ら

ヒ
ボ
コ
の
渡
来
が
「
昔
」
の
事
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
神
宝
由
来
の
女
神
イ
ズ
シ
ヲ
ト
メ
の
記
事
が
付
属
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
の
ヒ
ボ
コ
は
漠
然
と
し
た
久
し
い
過
去
と
し
て
の
「
昔
」
に
渡
来
し
、
そ
の
活
動
は

当
時
の
大
和
王
権
と
は
一
切
の
関
わ
り
を
も
た
な
い
。
ま
た
イ
ズ
シ
ヲ
ト
メ
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
女
神
を
め
ぐ
っ
て

争
う
兄
弟
の
出
自
も
不
明
な
う
え
、
神
婚
の
結
果
誕
生
し
た
子
も
名
無
し
で
、
子
孫
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
こ
れ

ら
の
記
事
は
『
古
事
記
』
の
時
間
軸
か
ら
乖
離
し
、
記
事
内
容
と
し
て
も
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ヒ
ボ

コ
の
系
譜
、
神
宝
の
記
事
と
連
続
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
同
様
に
新
羅
征
討
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
意
味
を
見

出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』
と
異
な
り
、
異
伝
を
認
め
ず
単
一
の
通
時
的
な
時
間
軸
を
有
す
る
。
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ

シ
ヒ
メ
に
よ
っ
て
新
羅
が
新
し
い
支
配
領
域
と
し
て
開
か
れ
る
と
い
う
歴
史
認
識
を
も
つ
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
渡

来
当
時
の
ヒ
ボ
コ
が
王
権
と
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
ヒ
ボ
コ
は
、
新
羅
王
子
と
し
て
系
譜
上
オ
キ
ナ
ガ
タ

ラ
シ
ヒ
メ
の
「
征
韓
」
事
業
を
保
証
し
な
が
ら
、
自
身
は
王
権
に
関
わ
る
こ
と
な
く
『
古
事
記
』
の
天
皇
中
心
の
時
間

軸
上
に
座
標
を
も
た
な
い
と
い
う
二
面
性
を
も
つ
。
そ
の
二
面
性
こ
そ
が
、
仲
哀―

応
神
天
皇
の
時
代
に
「
征
韓
」
が

達
成
さ
れ
る
と
い
う
『
古
事
記
』
の
歴
史
認
識
を
血
統
・
時
間
的
整
合
性
の
両
面
か
ら
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

終
章 

神
代
か
ら
皇
代
へ 

 

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
も
に
、
そ
の
編
纂
目
的
の
主
た
る
も
の
が
神
話
時
代
を
も
含
め
た
「
歴
史
」
に
よ
る
王

権
の
保
証
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
編
年
体
を
採
り
、
自
身
が
中
心
に
据
え
た
所
伝
の
主
張
を
揺
る
が
し

か
ね
な
い
異
伝
を
も
〈
一
書
〉〈
一
云
〉
と
し
て
記
録
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
の
編
纂
意
識
は
大
き
く
異
な

る
。
異
伝
の
存
在
を
許
容
せ
ず
、
上
巻
は
じ
め
に
天
地
が
分
か
れ
て
か
ら
、
下
巻
末
の
推
古
天
皇
の
崩
御
ま
で
の
す
べ

て
の
事
件
を
連
続
し
た
単
一
の
時
間
軸
の
上
に
配
置
す
る
『
古
事
記
』
の
形
態
は
、
上
・
中
・
下
巻
を
統
一
さ
れ
た
構

想
の
も
と
に
組
み
立
て
、作
品
全
体
を
通
し
て
王
権
の
正
統
性
を
主
張
し
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

単
一
の
時
間
軸
の
存
在
は
、
山
神
の
娘
と
の
婚
姻
に
よ
り
短
命
を
代
償
と
し
た
繁
栄
の
保
証
を
獲
得
し
、
海
神
の
血
を
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取
り
込
み
、「
天
神
の
御
子
」
が
「
天
皇
」
と
成
り
、
新
羅
王
子
の
血
を
引
く
ヒ
メ
が
新
羅
を
征
討
し
、
そ
れ
ま
で
の
全

て
の
資
質
を
継
い
だ
応
神
天
皇
の
血
が
下
巻
す
べ
て
の
天
皇
に
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
、
作
品
全
体
を
と
お
し
た
皇
統

譜
の
形
成
と
成
長
、
そ
し
て
完
成
の
過
程
を
、
系
譜
記
事
と
事
績
記
事
と
の
緊
密
な
相
互
補
完
関
係
の
も
と
に
可
視
化

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

 


